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− 解 答 上 の 注 意 事 項 −  

 
1 「解答始め」の合図があるまで問題を⾒てはならない。 
2 受験票、筆記⽤具[鉛筆(シャープペンシルを含む。)、消しゴム、鉛筆削

り、コンパス、⼩型三⾓定規、直線定規]、眼鏡及び時計以外の物は、
机上に出してはならない。 

3 配付物は以下の5点である。問題冊⼦1部、解答⽤紙２枚(A３⽤紙)、下
書き紙1枚(A３⽤紙)、⿊ペン1本、⾚ペン1本。 

4 ペン書きによる書き損じの場合は、誤ったところに⼆重線を引き、書き
直すこと。書き損じによる解答紙の交換はしない。 

5 問題冊⼦と下書き紙は持ち帰ること。配付したペンは回収する。 
  



問題 

近年、表現活動、特に美術表現において、匿名の抗議・脅迫、企業への配慮、そして政治家

の関与などによって、作品の撤去や展覧会が中止となる事例がたびたび見受けられます。この

ような状況を踏まえ、「表現の自由」のあり方を再考することに向けて、あなたはどのような創造

的活動を提案できますか。あなたが提案する創造的活動の「活動名」「活動のコンセプト」「想定

する効果・到達目標」「活動内容」を解答用紙に具体的にまとめなさい。 

添付の資料は、表現に関わる近時の主な国内事例をまとめたものです。 

 

※解答にあたり、添付資料の参照の有無は問わない。 

※創造的活動の主体は「個人」「集団」「地域」「その他」のいずれかを問わない。 

※創造的活動のジャンルや形式は問わない。 

※想定する効果の即効性・遅効性は問わない。 

※活動内容の解答は、文章、図表、絵など、表現方法を問わない。 

  



資料 表現に関わる近時の主な国内事例 

 

【赤瀬川原平千円札裁判】 1963 年  

 超芸術家・赤瀬川原平が千円札と紛らわしい外観のものを作成したとして、通貨及証券模造取締法違反

で 1965 年 11 月東京地検に起訴され刑事裁判となった事例。起訴対象事案は複数あり、1963 年 2 月個展

の開催案内状として、片面に千円札を、その裏面に個展の案内等を記載した印刷物を現金書留封筒に入

れて郵送。同年 3 月「読売アンデパンダン」展で片面を一色刷りした千円札の〈原寸大の模型〉を出品。同

年 5 月新宿で行われたハイ・レッドセンター名義によるミキサー計画の展示に千円札の図像を使った作品を

出品したこと等が、それぞれ起訴対象となった。昭和 45 年有罪確定。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/、美術手帖『特別再録 <千円札裁判>における中西夏之証言

録（1）』美術出版社,p. 89-p. 112,1971-10.〕 

 

【富山県立近代美術館天皇コラージュ事件】 1986 年 

 富山県立近代美術館で開催された企画展「’86 富山の美術」において、富山県出身の美術家・大浦信行

の連作版画《遠近を抱えて》〔既成写真素材によるコラージュ連作. 一部同館収蔵品.〕が出品された。展覧

会終了後、県議会で議員から当作品について「不敬、不愉快」との発言がされ週刊誌に取り上げられた。結

果、当作品を不快とする団体から抗議と作品の廃棄要求あり、抗議を受けた美術館は作品を非公開。1993

年に作品を匿名の個人に売却。図録の在庫を焼却した。これに対して、大浦氏他 34 人が国家賠償や作品

の買い戻し図録の再発行等を求め、富山県・富山県教育委員会を訴えた事例。原告敗訴。 

〔出典：『芸術判例集美術表現に関わる国内裁判例25選』HAPS PRESS,2013(最終閲覧日:2019/11/28),http://haps-k

yoto.com/haps-press/geijyutuhanreisyu/25sen/.〕 

 

【東京都が主催するアートイベント内展示物への警察からの通告】 1996 年 

 東京都主催「TOKYOシーサイドフェスタ’96」の一環として東京ビッグサイトで開催された「アトピック・サイト」

展において、アーティストのシェリー・ローズによる、ピアッシングした性器を露出させた巨大な男性のバルー

ンの作品《ボバルーン》に深川警察署がわいせつであると警告。主催者の判断でオムツが付けられ、それに

対するキュレーターの抗議からオムツが外されたところを再度警察から通告を受けた事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【映画『南京 1937』スクリーン切り裂き】 1998 年 

 南京大虐殺とされる事件を舞台にした映画『南京 1937』〔製作総指揮ジョン・ウー、日・中・香港・台湾 4 ヶ

国合作〕が、上映中の横浜市の映画館でスクリーンを切り裂かれ、以後一部の自治体で会場使用を認めな

いケースが出ている事例。 

〔出典：映画の自由と真実を守る全国ネットワーク『1999/10/8 朝日新聞より 映画「南京」上映会場柏市、使用許可取り

消す』（最終閲覧日:2019/11/29）,http://www.ei-en.net/frenet/sinbun.htm、論座 2014/7/24『南京事件を描いた「ジョ

ン・ラーベ」、５年がかりで公開』(筆・林るみ) （最終閲覧日:2019/11/29）,https://webronza.asahi.com/culture/articles/

2014072300010.html〕 

 

【メイプルソープ写真集輸入没収事件】 1999〜2008 年 

 米国写真家・ロバート・メイプルソープの写真集〔発行アップリンク〕を、浅井隆〔アップリンク代表取締役〕が
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国内に持ち込む為、成田税関で検査官に該当写真集を提示したところ、関税定率法に定められた〈風俗を

害すべき書籍、図画〉に該当するとして没収、輸入禁止の通知処分を受けた。浅井隆は本件処分を違法で

あるとし、東京税関成田税関支所長および国を訴えた事例。最高裁にて原告勝訴。 

〔出典：『最高裁判所判決文』那須弘平（裁判長裁判官）,最高裁判所,平成 15 年（行ツ）第 157 号,平成 15 年（行ヒ）第 1

64 号,https://www.uplink.co.jp/ex/pdf/mapplethorpe/h20saikousai_0219.pdf〕 

 

【キリンアートアワード受賞映像作品修正展示】 2003 年 

 作者・k.k.による映像作品《ワラッテイイトモ、》は、2003 年度のキリンアートアワードの審査で一度最優秀賞

に選ばれたものの、TV 番組『笑っていいとも!』からの大量のサンプリングが用いられており、権利処理が難

しいことから結局〈審査員優秀賞〉となり、修正バージョンが作られ展示された事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【横浜市の美術館での企画グループ展の出展作の直前展示中止】 2004 年 

 横浜美術館で開催された写真展「ノンセクト・ラジカル 現代の写真 III」において展示される予定であった、

高嶺格の映像作品《木村さん》〔高嶺が長年にわたり介護に携わった、森永ヒ素ミルク事件によって一級障

害となった障害者の男性を介護しながら撮影したドキュメンタリー映像〕が、性的な介護の模様も含まれてい

る点が問題となり、展覧会開始直前に展示が取りやめとなり、作品の展示が予定されていたスペースに美術

館館長名での〈お知らせ〉が掲出された事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【倉敷市民会館使用許可取消処分取消請求事件】 2006 年 

 在日朝鮮人の音楽舞踊家が設立した歌劇団の公演を開催するためにされた市民会館の使用許可申請

に対する使用許可について，倉敷市文化施設条例が使用許可を取り消す事由として定める〈施設等の管

理上支障があると認めるとき〉に当たるとして、使用許可の取消処分がされた事例。その後、取消処分の執

行停止の申立てが認容。 

〔出典：『行政事件裁判例』近下秀明（裁判長裁判官）,岡山地方裁判所,平成 18(行ク),平成 18 年 10 月 24 日(最終閲覧

日:2019/11/28),http://www.courts.go.jp/app/files/hanrei_jp/824/034824_hanrei.pdf〕 

 

【映画『靖国』公開延期】 2007～2008 年 

 文化庁所管の独立行政法人、日本芸術文化振興会の助成により製作されたドキュメンタリー映画『靖国』

が、政治家による問題提起発言、週刊誌による〈反日的〉との指摘をきっかけに、国会議員向けの試写会、

右翼の街宣活動、さらにネットでの抗議活動など波紋が拡大。映画館が〈営業上の総合的判断〉〈観客や近

隣に迷惑がかかる〉を理由に相次いで上映中止・延期を決定した事例。 

〔出典：シネマトゥデイ 2008/4/17『靖国 YASUKUNI 上映中止について考える』シネマトゥデイ（最終閲覧日:2019/11/2

9）,https://www.cinematoday.jp/page/A0001724、クローズアップ現代 no2576『問われる“表現の自由”～映画「靖国」の

波紋～』NHK,2008/5/7、APF 2008/5/3『映画『靖国』、警戒のなか公開』同上（最終閲覧日:2019/11/29）,https://ww

w.afpbb.com/articles/-/2386685〕 

 

【広島市現代美術館 Chim↑Pom 展開催延期】 2008 年 

 広島市現代美術館での展覧会を準備していた美術家集団・Chim↑Pom が、映像作品の制作中に飛行機
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を使い〈ピカッ〉と読める文字を広島市上空に描き出したところ、これが地元新聞社によって取り上げられ、そ

の結果展覧会の中止をはじめ、様々な余波が生じた事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【横尾忠則ポスター教科書検定差し替え】 2008 年 

 文部科学省が 3 月 25 日に公表した高校美術の教科書検定で、日本文教出版が収録しようとした、1965

年横尾忠則作製の舞踏家故・土方巽らの公演宣伝ポスターにおいて、作品を〈娘〉と比喩した画面左上の

〈私の娘展示即賣會場〉の小さな文言に対して「健全な情操の育成について必要な配慮を欠いている」との

意見がつき、高校生に適当でないと判断され、別の作品に差し替えられた事例。 

〔出典：APF 2008/4/2『横尾忠則氏のポスター、「適当でない」と高校教科書で差し替え』AFP BB NEWS（最終閲覧日:

2019/11/29）,https://www.afpbb.com/articles/-/2372717?pid=2797257〕 

 

【横尾忠則個展鑑賞教室中止】 2008 年 

東京都世田谷区の世田谷美術館で開催中の画家・横尾忠則の企画展「冒険王・横尾忠則」において、血

の付いたナイフを持つ少年や半裸の女性を描いた作品が含まれることに、教員から「教育上、子どもに好ま

しくない」との声が上がり、区教育委員会が地元小学生向けの美術鑑賞教室を急遽中止した事例。 

〔出典：東京新聞 2008/5/16 夕刊『児童に不向き、過激 横尾展の鑑賞教室中止 世田谷区教委』〕 

 

【フェスティバルトーキョー《個室都市東京》修正要求】 2009 年 

 池袋の西口公園周辺、夜の街で怪しく目立つ〈個室ビデオ店〉を模倣した仮設小屋の中で、池袋西口公

園にいる人々のインタビューDVD を観客が選んで個室で観覧。その後目印を頼りに街中を彷徨し〈出会い

カフェ〉を模した建物の一室に辿り着くと、ビデオに出演していた人々と実際に出会い、インタビューされる

作品。作品公開直前、実際の夜の街の店と同様に広告を挿入したポケットティッシュを配布する勧誘方法が、

行政が〈浄化〉しようとしている夜の街の行為を肯定しているように捉えられるとし、共同主催名義の豊島区

役人が、作品の観客勧誘方法の変更を作家に指示した事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【フェスティバルトーキョー《Cargo Tokyo-Yokohama》修正要求】 2009 年 

 東京都の現代舞台芸術の祭典「フェスティバル／トーキョー」2009 年秋期に招待されたヨーロッパの演劇

カンパニー リミニ・プロトコルが、野外で移動しながら展開する体験型演劇作品を上演準備。本番直前の関

係者への最終テスト上演の際、ビデオ映像の一部に、政治スキャンダル〈佐川急便事件〉の解説が含まれる

点を東京都文化政策の担当者が指摘。公的助成を受ける作品で私企業のネガティブな過去を解説するこ

とは、行政の中立性に反し、変更しない限り上演は認められないとした事例。のちに横浜の財団専務理事

が担当者を説得し公演は実現。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【《まことちゃんハウス》事件】 2009 年  

 通称《まことちゃんハウス》と呼ばれる特徴的な色彩の個人用住宅の北側隣人及び向かい側隣人が、所有
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者の漫画家 楳図かずおに対して、問題の外壁部分の撤去、完成から撤去完了まで原告それぞれに対し

て毎月 5 万円ずつの慰謝料の支払い等を求めた事例。平成 21 年原告請求棄却確定。 

〔出典：『芸術判例集美術表現に関わる国内裁判例25選』HAPS PRESS,2013(最終閲覧日:2019/11/28),http://haps-k

yoto.com/haps-press/geijyutuhanreisyu/25sen/〕 

 

【篠山紀信ヌード写真屋外撮影への家宅捜索・送検・略式命令】 2009～2010 年 

 写真集に使うため墓地などで女性のヌード写真を撮影したとして、東京地検は公然わいせつと礼拝所不

敬の罪で、写真家・篠山紀信氏を略式起訴、モデル女優２人を起訴猶予とした事例。 

〔出典：日本経済新聞 2010.5.20『篠山紀信氏を公然わいせつなどで略式起訴 霊園でヌード撮影』（最終閲覧日:2019

/11/29）,https://www.nikkei.com/article/DGXNASDG20032_Q0A520C1000000/、『美術表現に関わる近時の国内規

制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),http://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuh

yougen/10sen/〕 

 

【《バッタもん》展示中撤去】 2010 年 

 神戸市立神戸ファッション美術館で開催された企画展「ファッション奇譚」会期中において、美術家・岡本

光博による、ルイ・ヴィトンやコーチ、シャネル等の有名ブランドの柄の生地で制作された 9 体のバッタ型オ

ブジェ作品《バッタもん》シリーズに、ルイ・ヴィトンから抗議と作品撤去、そしてウェブサイトからの削除要請

が届き、神戸市が撤去を指示、全てのバッタ型オブジェが撤去された。同館の指定管理者である神戸市産

業振興財団は、既に印刷・販売展覧会カタログ販売中止廃棄、ポスターの撤去を依頼した事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【目黒区美術館「原爆展」中止】 2011 年 

 目黒区美術館で開催が予定されていた「原爆を視る 1945-1970」展が、直前の東日本大震災および原発

爆発・放射能漏洩事故の発生により自粛的な形で延期になり、結局そのまま中止された事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/、『目黒美術館の原爆美術展中止に抗議し、開催を求める要

望書』日本美術協会,2011/3/26(最終閲覧日:2019/11/28),http://www.nihonbijyutukai.com/nichibi/katsudou/seimei0

2/〕 

 

【デパート内催事場で現代美術・サブカルチャー展の中止】 2011 年 

 東京の西武百貨店渋谷店で開催したフィギュアや絵画、イラスト、写真、ファッションなどのアート作品約 1

00 点による「SHIBU Culture ～デパート de サブカル～」展をめぐり、来場者から「百貨店らしくない催事だ」

とのクレームを受け、開催途中で突然中止した事例。 

〔出典：J-CAST ニュース 2011/2/3『西武渋谷店「サブカル展」中止「何が問題なのか」ネットで論議』（最終閲覧日:2019

/11/29）,https://news.livedoor.com/article/detail/5317675/〕 

 

【Chim↑Pom 岡本太郎絵画追加事件】 2011 年 

 美術家集団の Chim↑Pom は、2011 年 5 月に渋谷駅構内に設置されている、第五福竜丸が被曝した際の

水爆の炸裂の瞬間を題材にした岡本太郎作の壁画《明日の神話》の右端部に、同作品を拡張して一体化

するような、福島第一原発事故を題材にした同じタッチの作品《Level 7 feat. 明日の神話》を無断で設置。

同年７月、軽犯罪法違反〔はり札〕容疑で書類送検されたが、Chim↑Pom 公式サイトによれば、同年 11 月に

nakagaki
テキストボックス

nakagaki
テキストボックス

nakagaki
テキストボックス

nakagaki
テキストボックス

nakagaki
テキストボックス



不起訴処分となった事例。 

〔出典：『芸術判例集美術表現に関わる国内裁判例25選』HAPS PRESS,2013(最終閲覧日:2019/11/28),http://haps-k

yoto.com/haps-press/geijyutuhanreisyu/25sen/〕 

 

【企業ギャラリーにおける「慰安婦写真展」開催中止・仮処分による開催命令】 2012 年 

 株式会社ニコンが運営する写真ギャラリーニコンサロンで開催が予定されていた韓国出身写真家・安世鴻

（アン・セホン）の慰安婦をテーマとした写真展にあたり、開催前に抗議の電話やメールが相次ぎ、会場提供

側のニコンが一方的に中止を決定した事例。安世鴻が同社に損害賠償を求め訴訟。勝訴。 

〔出典：産経ニュース 2015/12/25『慰安婦写真展中止 ニコンに賠償命令 東京地裁 韓国人写真家勝訴』（最終閲覧

日:2019/11/29）,https://www.sankei.com/world/news/151225/wor1512250029-n1.html、安世鴻 李春熙 岡本有佳

『自粛社会を乗りこえる「慰安婦」写真展中止事件と「表現の自由」』岩波ブックレット no973,2017、安世鴻 李春煕 岡本

有佳『誰が〈表現の自由〉を殺すのか ニコンサロン「慰安婦」写真展中止事件裁判の記録』御茶の水書房,2017〕 

 

【『はだしのゲン』閉架措置指示】 2012 年 

 島根県松江市議会に市民から『はだしのゲン』〔中沢啓治著〕は、学校図書館の蔵書として不適なので、小

中学校の学校図書館からの撤去の陳情がなされた。市議会での同陳情の審議結果は全会一致で不採択。

しかし、議員から教育委員会の判断で決めるべきとの意見があり、教育委員会事務局が教育委員会議にか

けずに、校長会にて当該作品の閉架措置を求め、該当図書所蔵学校は求めに応じて閉架措置にした事例。

後に、教育委員会議で閉架措置を撤回。 

〔出典：森田盛行『「はだしのゲン」の利用制限等に対する声明』公益社団法人全国学校図書館協議会,2013/9/2(最終

閲覧日:2019/11/28),https://www.j-sla.or.jp/pdfs/seimei-hadashinogen.pdf〕 

 

【阿佐ヶ谷ロフト A 男性器試食事例】 2012 年 

 イラストレーターが、正式な手術により切除した自身の男性器を提供し、2012 年 5 月、阿佐ヶ谷ロフト A に

て、これを調理し参加者に試食させるイベントを開催した。同月、杉並区が刑事告発。同年 9 月、わいせつ

物陳列容疑で書類送検された事例。翌年 2 月、嫌疑不十分のため不起訴処分となった旨の報道がされた。 

〔出典：『芸術判例集美術表現に関わる国内裁判例25選』HAPS PRESS,2013(最終閲覧日:2019/11/28),http://haps-k

yoto.com/haps-press/geijyutuhanreisyu/25sen/〕 

 

【私立ギャラリーで限定販売した写真集について作者写真家・ギャラリー経営者らが逮捕】 2013 年 

 警視庁保安課が、写真家レスリー・キーと、ギャラリー経営者とスタッフの計 3 人を逮捕。容疑は、わいせつ

図画頒布罪。男性器が写ったわいせつな写真集を、写真展ギャラリー内で 2 名に販売したとされた。警視庁

はさらに、写真集を印刷・製本した印刷会社の経営者らを逮捕。その後全員処分保留で釈放されたが、最

初に逮捕された３名は東京地検に略式起訴された事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt

p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【児童ポルノ疑い写真掲載雑誌回収・警告・写真集発売自粛】 2013 年 

 アイドルグループメンバーの発売予定の写真集に収録された写真を漫画週刊誌がグラビアに掲載したとこ

ろ、児童ポルノに該当するのではないかと読者から指摘され、当該漫画週刊誌が店頭から回収され、写真

集も発売中止となった事例。 

〔出典：『美術表現に関わる近時の国内規制事例 10 選（1994-2013）』HAPS PRESS,2014(最終閲覧日:2019/11/28),htt
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p://haps-kyoto.com/haps-press/bijutsuhyougen/10sen/〕 

 

【鷹野隆大作品への撤去指導】 2014 年 

 愛知県美術館で開催された「これからの写真」展で、写真家・鷹野隆大の作品の一部が、わいせつ物の陳

列に当たるとして、愛知県警に撤去を求められた。作品に男性の性器が写っているという県警への匿名の

通報を受けたもので、同館はすでにゾーニングや注意書き等の配慮を行なっていたが、部分的に作品を布

等で覆うことで展示を継続した事例。 

〔出典：『美術界年史（彙報）東文研アーカイブデータベース』独立行政法人国立文化財機構東京文化財研究所,2014

(最終閲覧日:2019/11/28),https://www.tobunken.go.jp/materials/nenshi/、「日本美術年鑑」東京文化財研究所〕 

 

【ろくでなし子逮捕事件】 2014 年 

 芸術家・ろくでなし子が、自身の女性器の 3D データを用いた作品《マンボート》を発表した個展において、

作品購入者に、自身の外陰部の３D データを頒布したとして、わいせつ電磁的記録記録媒体頒布の疑いで

逮捕。同年、女性用アダルトグッズ専門店での作品展示において、わいせつ性が高いとして、わいせつ物

公然陳列容疑で再逮捕された事例。のち一部無罪。 

〔出典：産経ニュース 2014/12/3『ろくでなし子容疑者また逮捕女性器の３Ｄデータ配布容疑「わいせつではない」警視

庁』（最終閲覧日:2019/11/29）,https://www.sankei.com/affairs/news/141203/afr1412030017-n1.html〕 

 

【会田誠作品への撤去・改変要請】 2015 年 

 東京都現代美術館で開催された企画展「おとなもこどもも考える ここはだれの場所？」展において、現代

美術家・会田誠一家による文部科学省への不満等を書いた《檄（げき）文》と、会田が首相に扮し英語で演

説する映像の２作品に対し、同館が撤去・改変を要請した事例。後日同館は要請を撤回。 

〔出典：朝日新聞 2015/7/25『文科省批判の作品、改変要請 都現代美術館、現代美術家に』（最終閲覧日:2019/11/2

9）,https://www.asahi.com/articles/DA3S11879248.html?iref=pc_ss_date、朝日新聞デジタル 2015/7/31『会田誠さん作

品、展示続行へ 都現代美術館が改変を断念』(筆・丸山ひかり) （最終閲覧日:2019/11/29）,https://www.asahi.com/a

rticles/ASH705DSKH70UCVL00J.html?iref=pc_rellink_01〕 

 

【白川昌生作品の展示取り消し】 2017 年 

 群馬県立近代美術館「群馬の美術 2017─地域社会における現代美術の居場所」展において展示予定だ

った、美術家・白川昌生の作品《群馬県朝鮮人強制連行追悼碑》に対し、係争中の事件に関連した作品の

ため展示を見送るとの理由で、開幕直前に美術館側が展示を取り消した事例。 

〔出典：美術手帖『出品取り消しの白川昌生《群馬県朝鮮人強制連行追悼碑》4 月に群馬県で初展示へ』美術手帖 NE

WS/HEADLINE,2018/2/26(最終閲覧日:2019/11/28),https://bijutsutecho.com/magazine/news/headline/12239、美

術手帖『美術評論家連盟、白川昌生作品の出品取り消しで群馬近美に抗議声明』美術手帖 NEWS/HEADLINE,2017/

6/2(最終閲覧日:2019/11/28),https://bijutsutecho.com/magazine/news/headline/4712、東京新聞 2019/2/26『「強制

連行追悼碑」デッサンにメッセージ 県が１７年に立体作品撤去 美術作家・白川さん』（最終閲覧日:2019/11/29）,http

s://www.tokyo-np.co.jp/article/gunma/list/201902/CK2019022602000155.html、産経ニュース 2017/4/26『朝鮮人追

悼碑作品撤去 群馬の大沢正明知事「適切」、美術館判断に理解』（最終閲覧日:2019/11/29）,https://www.sankei.co

m/politics/news/170426/plt1704260053-n1.html〕 

 

【国際芸術祭企画展「表現の不自由展・その後」の開催中止】 2019 年 

 国際芸術祭「あいちトリエンナーレ 2019」の企画展「表現の不自由展・その後」〔公立美術館など公共性の

高い場所で展示が不許可になった、あるいは展示が撤去された作品を、撤去された理由とともに展示する
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内容〕が、名古屋市長の中止要請、匿名の抗議メール、電話、ガソリンテロ予告の脅迫などにより、円滑な運

営が困難と愛知県知事が判断を下し開催3 日で中止となった事例。閉幕 1 週間前に入場制限付きで再開。 

〔出典：美術手帖『《平和の少女像》含む「表現の不自由展・その後」、展示中止へ。抗議殺到で芸術祭全体の運営に支

障』美術手帖 NEWS/HEADLINE,2019/8/3(最終閲覧日:2019/11/28),https://bijutsutecho.com/magazine/news/headl

ine/20283、美術手帖『「不自由展」がついに再開。1300 人が抽選に応募』美術手帖 NEWS/HEADLINE,2019/10/8(最

終閲覧日:2019/11/28),https://bijutsutecho.com/magazine/news/headline/20699、美術手帖『あいちトリエンナーレ 20

19「表現の不自由展・その後」展示中止にまつわる出来事のまとめ』美術手帖 NEWS/HEADLINE,2019/8/23(最終閲覧

日:2019/11/28),https://bijutsutecho.com/magazine/news/headline/20294、毎日新聞 2019/10/13『あいちトリエンナー

レ 14 日閉幕「不自由展」中止・再開、補助金不交付など課題積み残し』（最終閲覧日:2019/11/29）,https://mainichi.jp

/articles/20191013/k00/00m/040/200000c〕 
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